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５
月
15
日
東
日
本
大
震
災
特

別
号
に
掲
載
し
た
各
施
設
の
義

援
金
箱
に
義
援
金
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
団
体
な
ど
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
５
月
７
日
以
降
の
受
付
分
に

　
つ
い
て
は
、
今
後
ま
と
め
て

　
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
あ
き
る
野
市
社
会
福
祉
協
議

　
会
役
員
・
職
員
一
同

▽
第
29
回
あ
き
る
野
市
民
チ
ャ

　
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委

　
員
会

▽
あ
き
る
野
市
赤
十
字
奉
仕
団

▽
野
田
ス
ト
ア

▽
さ
わ
や
か
倶
楽
部

▽
増
戸
駅
周
辺
の
明
る
い
街
づ

　
く
り
を
考
え
る
会
有
志
一
同

▽
は
ら
美
容
室

▽
ラ
ポ
ル
ト
の
会

▽
す
ず
め
の
会
25
周
年
記
念

▽
ベ
ル
マ
ー
ク
整
理
の
会

▽
自
然
を
昔
に
戻
す
会

▽
下
舘
谷
リ
サ
イ
ク
ル
会

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
き
る
野
市
体

　
育
協
会

▽
あ
き
る
野
市
体
育
指
導
委
員

　
５
月
15
日
東
日
本
大
震
災
特

別
号
に
掲
載
し
た
団
体
名
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫

び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（
正
）
五
日
市
舞
踊
連
盟

（
正
）
原
小
宮
新
和
会

▽
耐
震
診
断
費
用
の
助
成

　●

対
象
…
昭
和
56
年
以
前
に
建

　
築
し
た
木
造
住
宅
で
、
自
ら

　
が
所
有
し
、
か
つ
居
住
し
て

　
い
る
家
屋

　●

助
成
金
額
…
耐
震
診
断
費
用

　
（
消
費
税
を
除
く
）
の
２
分

　
の
１
以
内
（
２
万
５
０
０
０

　
円
を
限
度
）

　●

診
断
機
関
…
東
京
都
建
築
士

　
事
務
所
協
会
西
多
摩
支
部
に

　
属
し
て
い
る
か
東
京
都
木
造

　
住
宅
耐
震
診
断
講
習
終
了
者

　
で
市
内
に
事
務
所
な
ど
が
あ

　
る
者

▽
耐
震
改
修
費
用
の
助
成

　●

対
象
…
あ
き
る
野
市
耐
震
診

　
断
助
成
制
度
に
基
づ
き
耐
震

　
診
断
を
受
け
、
「
倒
壊
す
る

　
可
能
性
が
高
い
」
「
倒
壊
す

　
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
診
断

　
さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震
改
修

　
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
倒

　
壊
し
な
い
こ
と
が
判
断
で
き

　
る
住
宅

　●

助
成
金
額
…
耐
震
改
修
に
要

　
し
た
費
用
（
消
費
税
を
除

　
く
）
の
３
分
の
１
に
相
当
す

　
る
額
（
30
万
円
を
限
度
）

　●

施
工
業
者
…
市
内
に
事
業
所

　
が
あ
り
、
建
設
業
の
建
築
工

　
事
業
許
可
を
得
て
い
る
か
、

　
東
京
都
地
域
住
宅
生
産
者
協

　
議
会
主
催
の
木
造
住
宅
耐
震

　
講
習
会
を
修
了
し
た
も
の

※
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
と

　
も
、
同
一
の
住
宅
に
対
し
て

　
そ
れ
ぞ
れ
１
回
に
限
り
、
予

　
算
の
範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

▽
紛
ら
わ
し
い
業
者
に
ご
注
意

　
市
で
は
、
こ
の
事
業
に
つ
い

　
て
特
定
の
業
者
へ
の
委
託
は

　
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　
国
や
都
に
お
い
て
も
特
定
の

　
業
者
に
委
託
し
た
耐
震
診

　
断
、
耐
震
改
修
事
業
は
行
っ

　
て
い
ま
せ
ん
。
紛
ら
わ
し
い

　
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
指
導

　
係

　
既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
が
次

の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
一
定

期
間
、
対
象
家
屋
の
固
定
資
産

税
を
２
分
の
１
に
減
額
し
ま
す
。

▽
対
象

　●

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に

　
建
築
さ
れ
た
住
宅

　●

住
宅
部
分
の
割
合
が
当
該
家

　
屋
の
２
分
の
１
以
上

　●

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
が

　
一
戸
あ
た
り
30
万
円
以
上

▽
減
額
期
間
な
ど

　●

平
成
23
年
〜
24
年
改
修
完
了

　
…
２
年
間
減
額

　●

平
成
25
年
〜
27
年
改
修
完
了

　
…
１
年
間
減
額

　●

減
額
対
象
床
面
積
…
１
戸
当

　
た
り
１
２
０
平
方
　
相
当
分

　
ま
で

▽
申
込
み
方
法
　
次
の
書
類

　
を
、
改
修
後
３
か
月
以
内
に

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　●

固
定
資
産
税
（
住
宅
耐
震
改

　
修
）
減
額
申
告
書

　●

登
録
さ
れ
た
建
築
士
事
務
所

　
に
属
す
る
建
築
士
、
指
定
確

　
認
検
査
機
関
、
登
録
住
宅
性

　
能
評
価
機
関
登
録
等
が
発
行

　
す
る
証
明
書
類

　●

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
を

　
証
す
る
書
類

▽
問
合
せ
　
課
税
課
家
屋
資
産

　
税
係

　
平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
の

年
金
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
平
成
23
年
度
分
は
、
６
月
か

　
ら
偶
数
月
の
15
日
に
振
り
込

　
ま
れ
ま
す
。

▽
老
齢
基
礎
年
金
　
78
万
８
９

　
０
０
円

▽
障
害
基
礎
年
金

　●

１
級
…
98
万
６
１
０
０
円

　●

２
級
…
78
万
８
９
０
０
円

▽
遺
族
基
礎
年
金
（
子
１
人
）

　
１
０
１
万
５
９
０
０
円

　●

内
訳
…
基
本
78
万
８
９
０
０

　
円
、
加
算
22
万
７
０
０
０
円

▽
問
合
せ
　
青
梅
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
４
２
８
・
30
・
３
４

　
１
０
）

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
が
、
病
気
や
け
が
を
し

て
、
病
院
な
ど
に
か
か
っ
た
と

き
の
医
療
費
は
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
保

険
税
や
、
国
、
都
や
市
か
ら
の

公
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
の
保
険
税
は
、

医
療
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
、
介
護
分
の
課
税
限
度
額

が
、
表
１
の
と
お
り
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険

　
税
の
納
税
通
知
書
は
、
７
月

　
中
旬
頃
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　
次
の
軽
減
措
置
は
、
平
成
22

　
年
度
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
所
得
の
低
い
世
帯
の
軽
減
割

　
合
　
前
年
の
所
得
が
一
定
額

　
以
下
の
場
合
は
、
表
２
の
と

　
お
り
、
保
険
税
の
均
等
割
額

　
と
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

　
す
。

※
確
定
申
告
な
ど
で
所
得
を
申

　
告
済
み
の
方
は
、
申
請
の
必

　
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
非
自
発
的
失
業
者
の
保
険
税

　
軽
減
　
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
職

　
を
失
っ
た
方
が
国
保
に
加
入

　
し
た
場
合
、
保
険
税
の
所
得

　
割
額
を
算
定
す
る
際
、
前
年

　
の
給
与
所
得
を
30
／
１
０
０

　
と
み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　●

対
象
者
…
平
成
22
年
３
月
31

　
日
以
降
に
離
職
し
、
次
の
理

　
由
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

　
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方

＊
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

　
者
（
解
雇
な
ど
に
よ
る
離

　
職
）

＊
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職

　
者
（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る

　
離
職
）

　●

期
間
…
軽
減
は
離
職
の
翌
日

　
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間

　
で
す
。

　●

申
請
に
必
要
な
も
の
…
雇
用

　
保
険
受
給
資
格
者
証

※
高
額
療
養
費
の
所
得
区
分
を

　
判
定
す
る
際
に
も
、
前
年
の

　
給
与
所
得
を
30
／
１
０
０
と

　
み
な
し
て
判
定
し
ま
す
。

▽
被
扶
養
者
の
保
険
税
軽
減
　

　
75
歳
以
上
の
方
が
、
社
会
保

　
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

　
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

　
65
歳
以
上
の
方
が
、
国
保
に

　
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

　
合
は
、
保
険
税
の
軽
減
措
置

　
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

　
方
は
、
国
保
に
加
入
す
る
際
、

　
減
免
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
保
険

　
税
係

　
秋
川
渓
谷
瀬
音
の
湯
は
、
５

月
４
日
に
入
浴
利
用
者
１
０
０

万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
１
０

０
万
人
目
と
な
っ
た
市
内
在
住

の
内
田
さ
ん
一
家
に
は
、
ペ
ア

宿
泊
券
な
ど
の
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
瀬
音
の
湯
は
、
身
近
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場
所
、
気
軽

に
立
ち
寄
れ
て
自
然
を
感
じ
ら

れ
る
場
所
と
し
て
、
親
し
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
　
今
後

も
、
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
る

施
設
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
商
工
観
光
課
観
光

　
推
進
係

　
東
北
の
被
災
し
た
民
家
の
庭

先
で
藤
が
花
を
咲
か
せ
て
い
る

と
新
聞
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

紙
面
に
写
る
藤
の
花
の
紫
色
に

せ
つ
な
さ
が
感
じ
ら
れ
て
、
あ

の
悲
劇
の
日
か
ら
も
う
三
ヶ
月

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
あ
き
る
野
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
は
目
標
額
を
は
る

か
に
越
え
ま
し
た
。
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
先

日
私
は
こ
の
義
援
金
を
持
っ
て

栗
原
市
に
行
っ
て
お
見
舞
い
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
佐
藤
栗

原
市
長
は
大
変
喜
ん
で
く
れ
て
、

あ
き
る
野
市
民
の
皆
さ
ん
に
必

ず
お
礼
に
行
き
ま
す
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
栗
原
市
の
状
況
は
旧

庁
舎
の
壁
や
柱
に
大
き
な
亀
裂

が
入
り
使
用
不
能
で
し
た
。
現

庁
舎
も
玄
関
ま
わ
り
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
盛
り
上
が

る
な
ど
市
内
の
い
た
る
所
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の
地
震
の
爪

痕
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
途
中
で

千
葉
卓
三
郎
の
生
家
跡
に
立
ち

寄
り
、
五
日
市
と
の
絆
が
碑
に

刻
ま
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
て

き
ま
し
た
。
栗
原
市
と
別
れ
津

波
の
被
災
地
の
海
岸
沿
い
に
出

る
と
風
景
は
一
変
し
、
沿
道
は

ガ
レ
キ
の
山
、
そ
し
て
家
や
車

の
残
骸
が
散
乱
し
、
工
場
の
骨

組
だ
け
が
残
っ
て
泥
に
埋
ま
っ

て
い
る
無
残
な
光
景
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
に
人
々
の
生

活
の
場
が
あ
っ
た
と
思
う
と
愕

然
と
し
ま
し
た
。
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
、
今
な
お
行
方
不
明

者
の
捜
索
に
、
ガ
レ
キ
の
撤
去

作
業
等
に
10
万
の
自
衛
隊
員
が

働
い
て
い
ま
す
。
発
災
当
時
の

11
日
、
隊
員
は
闇
夜
の
中
を
出

動
し
、
住
民
の
救
出
に
決
死
の

活
動
で
５
０
０
人
以
上
の
命
を

救
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
来
ず
っ
と
現
地
で
復
興
の

た
め
に
献
身
的
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
が
、
今
な
お
多
く
の
避

難
者
は
、
原
発
の
脅
威
と
生
活

の
不
安
に
耐
え
て
、
ふ
る
さ
と

に
帰
れ
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
・

　
　
　
耐
震
改
修

費
用
を
助
成

　
　
　
　
し
ま
す

震
災
義
援
金

　
　
　
協
力
団
体
紹
介

お
詫
び
と
訂
正

耐
震
改
修
を
し
た

住
宅
の
固
定
資
産
税
を

　
　
　
　
減
額
し
ま
す

問
合
せ
　
総
務
課
庶
務
係
（
直

通
５
５
８
・
１
３
２
９
）

表１

医　　　療　　　分 510,000円

変更後 変更前
区　　　　　　　分

課税限度額

500,000円

後期高齢者支援金分

※税率などは平成22年度と変更はありません。

140,000円 130,000円

介　　　護　　　分 120,000円 100,000円

所得金額が下記の基準を超えない世帯

330,000円

軽減割合

７割

※被保険者数の数には、後期高齢者医療制度に加入し
　た方を含む。

５割

２割

表２

330,000円＋245,000円×被保険者数
の数（世帯主を除く）

330,000円＋350,000円×被保険者数
の数

メ
ー
ト
ル


